
自転車利用者の皆さんへ

自転車安全利用五則

交通事故にあわないために・・・

夜間はライトを点灯し、反射材を着用しましょう。
前方の視界を確保するだけでなく、車や歩行者に
自分の存在を早く知らせることができます。

自転車の死亡事故での損傷部位は頭部が約60パーセントを占めています。
ヘルメットで頭部を保護することは、怪我を防ぐ上で非常に重要です。

視覚や聴覚等による運転情報があるにもかかわらず
これらの情報を処理して危険予測することを怠る
漫然運転は死亡事故につながる例が非常に多く
とても危険です。

漫然と運転をしてしまうと・・・

○ ブレーキ操作が遅れる
○ 信号を見落とす
○ 車がふらつく
○ 無意識にスピード違反をする

「自分は大丈夫」と過信せず
漫然運転をしないよう、日頃
から予防と対策を心がけましょう!!

① 車道が原則、左側を通行
歩道は例外、歩行者を優先

② 交差点では信号と
一時停止を守って、安全確認

③ 夜間はライトを点灯
④ 飲酒運転は禁止
⑤ ヘルメットを着用


